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μ中間子の類似性，二種のニュートリーノ h と νμの聞の対称性については十分が配慮がなされていな
い。また軽粒子族とクオーク族の相異も積極的にはとりあげられていない。その結果，電子と μ中間
子の質量比を説明することは彼等の理論では不可能である。





と合させることに成功したO また同時にニュートリーノの質量が 0 となることも示した。
同様の考えをクオーク族にも適用し Cabibbo角とよばれるパラメーターを実験値に合せることに
よって，末発見のトップ・クオークの質量がどのくらいになるかを予言した。
上原の論文は現在の素粒子物理学の最先端の問題を扱っているもので，彼の考えは誠に興味深いも
のである。理学博士の学位論文として十分な価値のあるものと認める。
